
 2022 年 7 月 29 日 
宮城県知事 村井 嘉浩 様 

 日本共産党宮城県委員会    
                           新型コロナウイルス対策本部 

                              本部長 ふなやま 由美 
日本共産党宮城県会議員団 

団 長  三浦 一敏 
 

新型コロナウイルス感染症「第 7 波」に関する要望書（第 16 回）  
 
 新型コロナは、オミクロン株 BA.2 系統から、さらに感染力の強い BA.5 系統等への置き換わり

の影響もあり、連日 20 万人を超える経験のない感染急拡大となっています。宮城県においても、

過去最高の陽性者を更新する日が続いています。 
現時点での政府の対応方針は「新たな行動制限などは行わずに医療提供体制の拡充を図る」とさ

れており、県としても医療・検査・保健所等の体制強化に真剣に取り組むことが求められていま

す。「第 7 波」から県民のいのちを守るために、危機感をもって以下の対策をとられるよう強く要

望します。 
 

記 
 
1.無料 PCR 等検査の強化、高齢者施設等での頻回検査実施、「診療・検査医療機関」の拡大 

①  「感染拡大傾向時の一般検査事業に係る無料検査」を 8 月 1 日以降も継続されること。引き

続き、県内各所での無料検査実施事業所（7/15 現在 164 ヶ所）の拡充を働きかけること。 
②  医療や介護、教育、保育の現場などでの感染拡大を防ぐためにも、国・県の責任で頻回の無

料定期検査の計画を立てて実行することが求められています。当面、抗原検査キットを県が必

要量を確保し、事業所、学校、保育所などを通じて県民全体へ配布し、風邪症状のある場合の

積極的な活用を呼びかけること。 
③  無料検査や検査キットによる検査で陽性が判明した場合の確定診断とその後の療養に確実

につなげるために「診療・検査医療機関」（発熱外来）の登録拡大を進めること（7/21 現在登

録公表医療機関 466）。また、臨時検査センターを設置し、医師・看護師の派遣など、必要な

あらゆる手立てを講じること。 
④  「診療・検査医療機関」（発熱外来）を含めて各医療機関がお盆休診に入る期間における各

圏域の医療提供体制の確保を県の責任で行うこと。 
⑤  高齢者等への感染を防御し、医療従事者・介護職員・福祉職員の中での感染拡大を防ぎ業務

継続を図るために、医療機関、高齢者施設、障害者施設等で頻回の PCR 検査を全額公費負担

で行うこと。 
⑥  二次感染防止と早期治療のためには「診療・検査医療機関」（発熱外来）を増やす必要があ

ります。「診療・検査医療機関」（発熱外来）を増やすための財政的措置を講じること。 



⑦  濃厚接触者となった医療従事者・介護職員・福祉職員が業務を続けるために必要な検査は、

全額公費負担とすること。 
 
2.医療全体の体制強化、臨時的医療施設・療養施設が充分に機能するよう対策を講じること 

⑧  診療・検査医療機関（発熱外来）、入院治療、在宅診療、健康観察、回復者の療養、後方支援

医療、救急医療など、地域の医療機関の全体の強化と連携が求められています。新型コロナ対

応に限定せず、医療機関への財政支援を強化すること。 
⑨  宮城県においては、「陽性者は原則、療養施設入所もしくは入院」の方針を堅持されること。

同方針を堅持できるように、引き続き、「入院病床」ならびに「宿泊療養施設」の確保を確実

に行うとともに、確保された病床・施設が安全・安心に運用できるに十分な医療スタッフの配

置を行うこと。また、「自宅療養」を余儀なくされている方々の健康管理を確実に行なうこと。 
 

3.保健所の機能を抜本的に強化すること 
 ⑩ 2 年以上にわたって保健所のひっ迫状態が解決されないまま、より大きな感染の波に襲われ

ています。他部署からの応援にも限界があり、保健所の抜本的な体制強化に本格的に取り組む

こと。累積陽性者数が仙南、大崎、石巻の各保健所の 3 倍を超える（※）塩釜保健所の岩沼支

所と黒川支所を保健所として整備すること。また、今春に支所に移行した登米・栗原の両支所に

ついても保健所として体制を整備・強化すること。 
⑪  保健所の正規・常勤の人員増、施設・設備の拡充を行うための財政支援策を講じるように国に 

求めるとともに、県としても措置すること。 
 
4.ワクチン接種について、必要とする人への接種が円滑に進むよう対策をとること。 

⑫ 必要とする人が安全・迅速に接種を受けられるよう情報提供に努めること。 

⑬ 国に対し、接種後の有害事象について原因の徹底究明を行うことと、因果関係が明確に否定

される事例以外は速やかに補償・救済を行うよう求めること。 

⑭ 宮城県としても、「新型コロナウイルス感染症に係る罹患後症状対応医療機関」を公表するに

至りましたが、なお一層の広報に努めるとともに、相談・診療体制の充実を図ること。 

⑮ 罹患後症状(後遺症等)対応の中にワクチン接種後に同様の症状を訴える方も対象とすること。 

 

以上 
 

※参考（2022 年 7 月 23 日現在・保健所管轄別陽性者数） 

      仙南保健所管内 6,309 人、 塩釜保健所管内 21,389 人 

      大崎保健所管内 6,284 人、 栗原保健所管内 1,251 人 

      登米保健所管内 1,684 人、 石巻保健所管内 6,286 人 

      気仙沼保健所管内 1,379 人  

      仙台市     65,619 人   その他県外等を含めて総計 110,526 人 
 


